	平成２５年度

第５回　羽 黒 地 域 審 議 会

会　議　録　（概要）




期　日　：　平成２６年１月２４日（金）

場　所　：　羽黒庁舎　３F集会室
平成２５年度　第５回  羽黒地域審議会会議録 （概要）

○日　時  平成２６年１月２４日（金）９時００分～１２時００分
○場　所　羽黒庁舎３F集会室
○出席委員（順不同）
　　山本 興治、金野 信勇、岡部 彌一郎、榎本 トヨ、山田 勝実、加藤 欣也、勝木 正人、山田 鉄哉、田村 廣実、小南 孝子、庄司 晴一、島津 慈道、阿部 良一、星野 博、
土岐 由紀
○欠席委員

　　山口 平、富樫 篤、鈴木 史子、早坂 一広、
○市出席者
　　本所　　　地域振興課主査　三浦 裕美

企画調整課専門員　長南 徹、遠藤 誠
羽黒庁舎　支所長　武田 功之、 総務企画課長　榎本 光男、
総務企画課主幹　佐藤 茂巳、市民福祉課長 國井 儀昭、
産業課長　岩城 公志、観光商工室長　佐藤 潤到、

東部建設事務室長　高橋 親孝、東部税務事務室長　山口 弘男、

総務企画課総務地域振興主査　佐藤 繁義、
総務企画課コミュニティ防災主査　伊原 千佳子

総務企画課専門員　齋藤史健、総務企画課主任　山本 務
総務企画課主事　伊藤 寛実、工藤 徳将
次 第
〔辞令交付〕

１　開　　会

２　あいさつ
３　報　　告
（１）鶴岡市住民自治組織総合交付金について
（２）広域的コミュニティ組織の立ち上げについて
（３）学区再編について
（４）庁舎建設基本計画について
４　協　　議
　（１）鶴岡市総合計画後期基本計画（素案）について

　（２）羽黒地域振興計画（案）について

５　その他
６　閉　　会

【会議の概要及び発言要旨】
 〔辞令交付〕（９時００分）
１　開　　会

２　あいさつ　　会長　金野 信勇委員　　支所長　武田 功之
３　報 　告
（１）鶴岡市住民自治組織総合交付金について
　資料に基づき説明　資料５、６－２　
＜質疑応答＞

田村 廣実委員： ２、３質問させていただく。既に区長会には説明があったということだが、資料５の「４．自治組織の維持と課題解決機構」の中で「⑥自主防災組織育成事業加算」１町内会につき、9,000円とあるが、すべての町内会に一律に出すということなのか、訓練したところに出すということなのかを聞きたい。
それから「６．世帯数別試算（羽黒）」だが、１０世帯、３０世帯、５０世帯と区分けしてあるが、１０世帯以下と見るのか、１０世帯以上と見るのか、どのように見れば良いのか。
コミュニティ防災主査：「⑥自主防災組織育成事業加算」については、１町内会9,000円一律加算ということだ。今まで自主防災組織が物品を購入する時の補助金があったが、そういった補助制度は、この中に含まれているということで無くなる。
　　　　　　　 それから表の見方だが、１０世帯の場合は積算すると151,000円、３０世帯の場合は177,000円になるということ。表は以下とか以内ではなく、それぞれの世帯数の場合に単価をかけると資料５の「６．世帯数別試算（羽黒）」の金額になるということだ。
（２）広域的コミュニティ組織の立ち上げについて
　資料に基づき説明　資料６
＜質疑応答＞

　質疑なし
（３）学区再編について
　資料に基づき説明　資料７
＜質疑応答＞

金野 信勇会長：鶴岡市全体の統廃合の計画について、状況、期限を教えてほしい。

総務企画課主幹：鶴岡市全体としては平成２８年４月を期限として、複式学級の解消を目標に各地で懇談会を開催している。その内容については手元に資料がないので後ほど回答する。
（４）庁舎建設基本計画について
　資料に基づき説明　資料８
＜質疑応答＞

勝木 正人委員：庁舎敷地の中に荘内銀行のATMがある。その道路向かいにきらやか銀行のATMがある。もう少し行くと農協に農協のATMがある。その３つを取り込んで庁舎の中に置くという構想はないか。ATMがまとまればにぎわいも出てくると思う。もっと言えば、羽黒の中で一番人が集まるのはファミリーマートだと思うので、ファミリーマートも庁舎に入れるという発想もあって良いのではないかと思う。特にキャッシュコーナーについては１つのところにしてくれると、手向地区はATMが郵便局しか無いので非常に助かると思う。
総務企画課長：市役所に建物の外にだが金融窓口を１箇所に集約した施設があるが、昨年の基本構想の策定の時に、そういったものも庁舎のほうに是非取り入れたいということで検討した経緯はある。勝木委員から大変貴重な意見をいただいた。さらに検討を進めていきたいということで理解を求めたい。
田村 廣実委員：基本計画について質問したい。
まず、ワンストップサービスとなるのは大変素晴らしく実施していただきたいと思うが、庁舎内部は、オープンスペースになるのか、各課ごと仕切り等を設けるのか。

　　　　　　　 ２点目、以前も観光振興を図るという意味で観光商工室が庁舎に戻るとあったと思うが、今後のいでは文化記念館の対応はどうなるのか。

　　　　　　　 また、地域産材を利用するということで、森林産業のために良いことだと思うが、これは羽黒産材に限定されたものか。

　　　　　　　 それから、整備の考え方という中に社協という言葉があったので、福祉センターも入るという認識でよろしいか。
　　　　　　　 資料８の整備の考え方の「（３）外観デザイン及び環境への配慮の中で、羽黒地域らしさ、地域住民のシンボルとなる」とあるが、羽黒らしさとは具体的にどのように捉えているのか。

　　　　　　　 加えて、「（４）安全性や利便性に配慮した動線」とあるが、コミセンの方に向かう道路で頻繁に事故が起こっているということを踏まえ、安全性を考えていると思うが、利便性には多少欠けてくると思う。あと、商工会側の市道を閉鎖するかどうかの考えを聞きたい。

　　　　　　　 それから、「消防車輌と一般車輌の分離を図る。」とあるが、緊急車輌ということで優先の出入り口を設けるということか。
　　　　　　　 最後に、閉庁式や、新たに完成した時の竣工式というものを考えているか。以上いくつかの点を聞きたい。

 総務企画課長：庁舎内については、現時点ではオープンスペースということで想定している。

　　　　　　　 観光商工室だが、新庁舎に移って、いでは文化記念館は地元の関係団体に指定管理で任せたいと検討している。

　　　　　　　 地域産材のことだが、羽黒地域だけで賄えれば一番良いが、地元ということで、鶴岡、庄内という範囲になると思う。

　　　　　　　 それから、社会福祉の一元化を図りたいということで、社協と言ったのは社会福祉協議会だ。
　　　　　　　 デザインでイメージするのは出羽三山かと思うが、これから具体的に詰めていく。

　　　　　　　 安全性・利便性ということで、出入り口を１箇所に統一していく。県道への出入り口を１箇所にして、裏には補助的に出入り口を設けて利便性を図りたいと考えている。

　　　　　　　 商工会と庁舎の間に市道があるが、現時点ではそのまま活用する予定。
　　　　　　　 それから、消防だが、当然、消防車輌と一般車輌の分離を図ることと、庁舎の出入り口は１箇所だが、消防車輌が県道に直接出入りできる出入り口は確保したい。

　　　　　　　 閉庁式、開所式だが、当然そういったセレモニーは必要だということで、まだ具体的には検討していないが、これから示していきたいと考えている。

金野 信勇会長：完成はいつを予定しているか。

　　　 支所長：現時点で平成２８年供用開始を目指している。２６年度に基本設計、実施設をし、２７年度に発注、２８年度から供用開始という想定だが、合併特例債との関係など全体的な財政投資のバランスもあり、是非皆様からも、羽黒庁舎はなるべく早く改築が必要だという声を大きく上げていただければ大変ありがたいと思う。

金野 信勇会長：住民負担は無いのか。
総務企画課長：無い。

岡部 彌一郎委員：設計段階の工程はどうなっているのか。

 総務企画課長：来年度で基本設計と実施設計を予定しているが、業者選定はプロポーザル方式で行いたいと考えている。

庄司 晴一委員：基本計画の概要を説明いただいて、非常に心地よい文言で我々の耳に入ってくるが、住民、地域とのコミュニケーションは、勝木委員も言われていたが、「にぎわいを創出する拠点」ということを基本理念に打ち出している。この部分が一番難しいと我々は考えている。他の行政関係の機関に入ってみても、どうも寂しいという気がするし、皆が集える場所として考えていただければと思っている。
　　　　　　　 それから外観の関係。文化会館の建設が決定になったが、外観があまりに奇抜で金がかかるということだし、管理も難しいということだ。羽黒らしいという部分については考えていく必要があると思うが、維持管理の負担も含めて設計の段階で十分な検討を図ってもらえたらと思う。
 総務企画課長：基本理念の中でにぎわいを創出する施設ということで、保健センターに現在コミセンにある図書館の羽黒分館を移設したい。また、観光商工室も庁舎に入るので、観光案内等の来客も期待している。先ほど勝木委員からもあったが、キャッシュコーナーや住民が気楽に入れるような利便性に配慮して訪れやすい庁舎にしたいということから、基本理念に掲げている。
　　　　　　　 外観については、羽黒らしさを感じさせるような建物ということを想定しているが、シンプルさも必要だと思う。当然予算の関係もあり、庄司委員の意見も踏まえて検討する。

金野 信勇会長：地域審議会では、羽黒地域の振興計画について話し合いをしている。計画に「観光」や「にぎわい」と書いてあるが、観光＝感動とか、生きたにぎわいというものを考えていったら良いのではないか。先ほど勝木委員の意見にあったような発想も踏まえ、若い人の意見、年寄りの意見、いろいろな人から話を聞きながら進めていってもらいたい。
総務企画課主幹：先ほどの学校適正配置の現状について説明する。

　　　　　　　 平成２３年１２月に羽黒地域では地域の検討委員会を開いて、スタートしているが、鶴岡市全体では、中学校区ごとに地域の検討委員会を設置し、検討対象ごとに懇談会を開催して意見集約を進めている。内容については、８つの中学校区で対象になっている小学校は１４校。現在、対象校の中で合意が決定し、更に相手校との間でも合意が決定したのが１４校中６校となっている。懇談会で決定したが、まだ相手方との合意が決定していないものも含めて８校だが、その中で統合そのものについて決定していないのが５校ある。その中に羽黒第１小学校も含まれているという状況だ。ちなみに統合が決定した学校は、４つあり朝陽第４小学校、湯田川小学校、田川小学校が平成２６年４月。同じく今年の４月が朝日小学校と朝日大泉小学校。この統合校については平成２８年の４月に大網小学校と統合が決定している。三瀬小学校、小堅小学校、由良小学校が平成２７年の４月に統合と決まっている。
金野 信勇会長：統合の最終年度は２８年か。
総務企画課主幹：その通り。現在の計画では遅くとも平成２８年４月に統合校を開校する計画になっている。今次の計画で決定にならなかったものについては、今後、教育委員会の方でどうするか決めることになっている。

庄司 晴一委員：学校の適正配置の件だが、４小では決定になっており、相手校についてはこれこらということになるが、先ほど言ったとおり検討委員会を設けていくということだったので、検討委員会では、校章、校歌を変えるという話が出てくるだろうと思う。そのような場合、相手校の３小とどのような形で進めていくのか方針があれば聞きたい。
総務企画課主幹：ただ今の件については話があったとおり、羽黒４小の懇談会では決定しているが、相手校の羽黒３小学区にはまだ話をしていないという状況だ。２月の半ばに行われる検討委員会の中で４小地区の懇談会から報告をもらい、検討委員会で羽黒３小との統合の準備を進めるという決定をがあると思うが、準備としては、まず、３小学区の方から合意をもらう。その上で更に話し合いを進めるため、統合校同士の中で準備委員会をつくる。この準備委員会は内部に３つの部会を設置する予定で、ただ今話にあった校歌や校章という事柄については総務部会を設けて検討を行う。その他には地域事業の調整、交流事業といった事柄は学校部会を設けて行うし、PTA関係の調整ということでPTA関係部会を設ける予定にしている。
金野 信勇会長：私が聞いている中で、しこりが残ったり調整が難航したりと色々あるようだが、しっかり検討してほしい。ある地域では統合そのものをしないと決定した地域もあるようなので大変だと思う。

　　　　　　　 １小、４小地区も懇談会等で揉んで決めていってほしいと思う。

４　協 　議
（１）鶴岡市総合計画後期基本計画（素案）について
　資料に基づき説明　資料１、２　
＜質疑応答＞

小南 孝子委員：婚活事業についてだ。羽黒でもそうだが、三瀬や松根、櫛引等、色々なところでやっているようだが、そういうことを継続してやるということ。１回で駄目だということではなく、何回もやらないと出会いはないと思う。継続してやるということが大切だと思う。１２月１４日に鶴岡で行ったようだが、櫛引でも羽黒でも、４０代でも５０代でもよいので、未婚の人たちをたくさん集めて行うというのも良いと思う。櫛引で単独、羽黒で単独ではなく、市全体での婚活事業もずっと続けたらと良いのではないか思う。マスコミ等を呼んでも構わないだろうし、マスコミ等が入っても恥ずかしくないという人たちでないと将来の希望がないと思う。テレビ等でも結構やっているので、何回も何回もやって縁を大切にして、出来ることなら将来を１人で暮らすということではなく、家族を見つけてもらいたい。
企画調整課専門員：婚活支援の関係については、資料１の２３ページ、第２章第１節「少子化対策の推進と健やかな子どもの育成」の「（１）少子化対策の推進の主な施策」の中で、今はまだ箇条書きで「若者の結婚に向けた活動の支援」と記載されているが、現在、専門委員会の中で、文章化を進めているところだ。ただ、婚活イベントだと、地元の地域だと恥ずかしくて参加しないという傾向もあり、鶴岡市の人が酒田地域の婚活イベントに参加したり、逆に鶴岡地域のイベントでは酒田地域の人が多く参加したりしているという現状があると聞いているので、総合的な連携というのは必要だと思われるが、そういった部分については、基本計画に書くか、具体的な施策について毎年度見直しを行っている実施計画の方で触れるという方法もあるので、その辺を調整を図っていきたい。

山本 興治副会長：全体的に見ると時代変化もとらえて素晴らしい計画だと思う。是非この計画が絵空事にならなければ、よりよい鶴岡、羽黒地域になると思う。是非プランだけではなく実行してもらいたい。

　　　　　　　 この総合計画もそうだし、羽黒地域振興計画もそうだが、末尾が全て「図ります」とか「推進します」とか「支援します」とか抽象的な文章になっている。これは計画案なので良いと思うが、これの下に抽象的ではなく具体的な実践項目を作ってもらいたいと思う。実践項目づくりは、地域の方々も参加して実践のための要綱を作って実行していけば成果が上がるのではないかと思う。
　　　　　　　 これは全国的な問題だと思うが、資料１の総合計画の４章の４０ページ、これは資料３の羽黒地域の計画の６ページにも関係するが、来年度から農業施策が変わって、生産調整で現在１５，０００円貰っているが、今度７，５００円になる。更に何年か後には制度がなくなるという話が新聞等にも載っていたが、そうすると中山間層の田が非常に荒廃していく。今は平地の耕作者が生産調整の対応に借り受けているが、いずれ生産調整対策の制度がなくなると耕作する人が少なくなる。現場でも高齢化が進んで田が作れないということになると、中山間層の水田が荒廃する。水田が荒廃すると保水力が無くなる。保水力がなくなると水害になるので、羽黒地域だけではないが、中山間層の田の荒廃にどんな形で対応していくのか。
　　　　　　　 武田支所長の挨拶にもあったが、羽黒山の松例祭の大松明引きが国の重要無形文化財に申請されている。鶴岡市では黒川能と松例祭の２つなので、その事をチャンスととらえて活用し、振興施策にも入れてもらえたらありがたい。
　　　　　　　 資料１の１５ページの地域防災についてだが、羽黒地域でこの間火災があった。しかし、隣の集落でも火災を知らなかったとか、テレビのニュースで見たとか、新聞で見たという人がいた。この間区長会をしたときに、乱暴な意見だが個別無線を整備しろという意見もあった。実際にまだ個別無線器の電源が入ったままの家庭が多いと聞いている。広報等では周知しているが、個別無線器を使用しないのであれば、もう１度、それに代わる手段を検討するか、回収するか、周知していかないと、まだ個別受信機から情報が得られると思っている人もおり、何か別の方法を考えてもらいたい。
企画調整課専門員：計画書全体の末尾が抽象的な表現になっているという指摘だが、総合計画全体のフレームを説明すると、一番上位に１０年間中身を変えない基本構想があり、平成２１年に作ったものをそのまま活かすということになっている。その基本構想に基づいて、その下に今見直しを行っている後期基本計画というものを、市全体の施策のフレームという形で整備する。その基本計画に基づいて３年ごとの計画ということで毎年度ローリングしながら内容を見直す、より詳細な中身を定める実施計画という３段階の仕組みになっている。この後期基本計画については、実施計画の上にあたるため、５年間のフレームを示すものということで、抽象的な表現にとどまっている部分もある。そのため「推進します」や「支援します」という表現になっているわけだが、より具体的な内容は３ヶ年の実施計画の中で「実施します」とか「助成します」という形で具体的な形で整理するよう考えているので、ご理解願いたい。
　　　　　　　 ２つ目の質問の農地政策の国の見直しに関する部分の総合計画への反映ということについてだが、今現在国でも新しい政策の制度設計がはっきりしていないという部分があり、現段階で詳細の部分の反映が難しい。国の制度設計が変わっても市の考えとして変わらない部分というのがあるので、そういった観点から現在記載内容を検討している。具体的に言うと資料１の第４章の４１ページの部分になるが、主な施策の部分が現在箇条書きになっているが、「中山間地域の農業活性化」という項目で、これからより具体的な文章化をしていくが、その中で副会長から話しがあったような、中山間地域の農地の持つ投資的機能を含めた形での保全という観点からの記載もしていきたいと思うし、より具体的な施策については、今後の国の制度設計を見ながら実施計画の中でそういった内容を反映した計画、施策内容を記載していきたいと考えている。
田村 廣実委員：総合計画というのは機会をとらえて市民の方にも示すものだろうと思っている。全体を見て思ったのは、あまり使われない外来語や行政用語、専門用語が一部だが見受けられた。使用するのであれば下にでも注釈があってもよいのではないかと思う。たとえばバイオクラスターとかインバウント観光とかリカレント教育等というのは一般の方や、まして高齢者は分からないのではないかと思うし、行政は最大のサービス業と言われているので、懇切丁寧に表記して欲しい。
　　　　　　　 それから山本副会長の意見と重複するかもしれないが、現時点では素案だが、今後我々の意見、市民の意見を聞いて成案として基本計画が策定されていくのだろうと思う。そこで過去の実績、前期や、それ以前にも総合計画が策定された中で、実践できなかったものもあると思う。事務局としてはどのくらいの割合が実践できれば合格なのか。

　　　　　　　 それから、資料１の１３ページの主な施策の「車座ミーティングの開催など、市民の声を市政に反映する機会」とあるが、羽黒地域では、車座ミーティングや市長と語る会のようなものを開催しているのか聞きたい。

　　　　　　　 それから庁舎機能の充実とあるが、現状では機構改革の一環として事務の一元化や税務、建設のブロック化が進められていて、どちらかというと庁舎機能の減退、縮小につながっているのではないかと思う。そうした中で庁舎機能の充実とはどういったことを意味しているのか聞きたい。
　　　　　　　 それから、１月１８日付の報道で、国で災害対策の基本となる防災基本計画の見直しが図られた。今、南海トラフとか首都直下型地震とか防災面が叫ばれている中で、震災時、高齢者や障害者といった災害弱者と呼ばれている人を救助することがおろそかになってしまったという反省点を踏まえて、この４月から各自治体に、そうした人達の名簿の作成が義務付けられたという話だ。今まで個人情報とかプライバシーとか、災害時それがネックになり助けられるものも助けられなかったという教訓だと思う。
　　　　　　　 資料１の２１ページの「自然体験学習活動による環境保全意識の醸成と自然に触れ合う機会の創出と高館山、大山上池、下池周辺の豊かな自然条件と拠点施設（ほとりあ）を活用した学習活動の展開」とあるが、他にも羽黒で言えば月山ビジターセンターとか朝日の大鳥自然の家とか金峯少年自然の家など、様々な自然を取り扱った拠点施設があるわけだが、ここにそういった施設も網羅すべきではないのか。
　　　　　　　 資料１の６ページの安心文化都市の中でも触れられていたが、「健康診断受診率全国一を目指す取り組み」とあり、２５ページの一番上の「生活習慣病・がん予防と健康寿命の延伸」という中で、内容的に読めば「健康診断受診率全国一を目指す取り組み」のことについて記載したのだろうととらえられるが、健康診断受診率全国一を目指すのだという文言を入れることにより、より説得力がありインパクトがあるのではないかと思う。
　　　　　　　 最後になるが、資料１の５１ページのグリーンツーリズムとはよく使うが、ブルーツーリズムという文言を初めて聞いたのでどういったことなのか。
企画調整課専門員：意見として頂いた部分については持ち帰って調整しながら検討したいと思う。

　　　　　　　 計画書全体の中で難しい言葉が多いのではないかということだったが、今回最終的な計画書のイメージを示せれば良かったのだが、これは説明資料ということで、完成形では注釈を付ける形にしたいと思う。尚、外来語や難しい文言はなるべく使わないよう配慮しているが、専門用語だと、簡潔に説明できる言葉がなく使わざるを得ないという状況があり、そういった部分には注釈を付けることにしているし、一般市民に向けて広く周知する場合には、分厚い計画書とは別に普及版のような形で、広報等を使ってより簡潔に分かりやすくしたものを市民に配布したいと考えている。
　　　　　　　 計画をどのくらい達成できればよいのかという話だが、具体的な数値を示すのが難しい中で言いにくい部分はあるのだが、指針の一つとして数値目標を示すというやり方もあるわけだが、数値目標にこだわることで色々な弊害が出るということも見られることから、現在の市の基本計画の中では数値目標の設定は行っていないという状況なのでご理解願いたい。
　　　　　　　 庁舎機能の充実と言いつつも縮小しているのではないかという話だが、これについては、ハード整備については必要最小限にし、財政に配慮しながらソフト的な部分については、窓口の一本化や機能の集約といった形で、より住民の使いやすいような施設の在り方を考えるという意味での庁舎機能の充実という意味だとご理解願いたい。

　　　　　　　 ブルーツーリズムとは海洋資源を活かした、海版グリーンツーリズムといったもの。海が青いからブルーとついているのだと思うが、海洋資源を活かしたツーリズムということで使われているようだ。
山本 興治副会長：資料１は基本計画であって、その下に３ヶ年の実施計画を作って実施するという答えだったが、例えば資料１の２３ページに「少子化対策」があり、先ほど話にあった「若者の結婚に向けた支援」とあるが、これについてどんな支援をするか。具体的な内容を記載して実施計画を作ると思うが、市が机上で作るのか、それとも各地域に入り地域の方と共同で作るのか。
企画調整課専門員：総合計画を作って３ヶ年の実施計画を作るにあたって、毎年ローリングをしながら見直しを行う。その実施計画については、今策定中の後期基本計画に基づいて各事業担当課で施策を記載するが、その施策を記載するにあたっては、事前の準備段階として市民や関係機関の意見も踏まえながら計画を作るわけだし、実施計画についても地域審議会や、実施計画の審議会、専門委員会等を通して、委員の意見を伺いながら毎年見直しをしている。
山本 興治副会長：是非現場に入って、市民と市と共同で作ってほしい。そうすると市民もより協力していこうという気になると思うので、よろしくお願いする。
　　　　　　　 防災に関して、個別受信機が使えないということであれば、もう１度周知して撤去する等していかないと、まだ通電して設置しているという方も沢山居るという話なので、早急に対応してもらいたい。

 総務企画課長：今、個別受信機の回収を検討しており、回収方法を各区長を通して説明し、具体的に進めたいと考えている。個別受信機が機能しない状態なので、それに代わる方法についても検討を進めていきたいと思う。
（２）羽黒地域振興計画（案）について
　資料に基づき説明　資料３、４　
＜質疑応答＞
岡部 彌一郎委員：資料３の振興計画の中の月山麓の１１団地の件だが、荒廃が目立ってきて、市民農園等、観光的なものに活用できれば一番良いのだが、荒廃地が点在していて進みにくいという状況にある。前は土地改良区があり、農家の方が要望したりすると対応してくれた経過があったが、土地改良区も解散し、水利費の徴収等を庁舎内で行っている。今年は特に７月まで長雨で悩まされたわけだが、その中で排水不良の田畑が点在しているので、観光面とマッチした施策を進めようとすると非常に邪魔になってくる。もう１度暗渠排水等の構造的なものを見直さなければならないのだろうと見ているのだが、その辺をこれからどう進めていくか聞きたい。
　　　　　　　 それから防災無線の話が出たが、旧羽黒町時代のように地域に議会があれば一番にとりあげていく課題だろうと思う。合併して何年か経ち、防災無線に代わるものの補助事業や取り組みがないとなかなか難しい面もあると思うので、この地域審議会の中でとりあげていって、強く要望し、制度化し、予算化して実現するような方向をみいだせないかと考えている。

　　 産業課長：ただ今、月山録のことについて話しがあったが、経過としては、昭和４０年後半に国営造成によって造成した畑地が、羽黒地区約６００ha程あり、平成１７年に１１－３団地の灌漑畑地の部分を残して土地改良区が解散している。三俣ダムを水源とした１１－３団地については賦課金を徴収しながら、市が担当として維持管理をしながら灌漑用水を利用した畑地団地として営農しているのが現状だ。
　　　　　　　 先ほど耕作放棄地を何とかしないと、という話があったが、国営造成の段階から月山麓はローム質で礫が多く、排水、傾斜の多い地域であり、非常に課題のある状態で造成は終了しているが、今後行政としても除礫等に対しての事業化の支援、排水等への支援について考えている状況だ。耕作放棄地については、国の耕作放棄地緊急対策事業において、ひまわり畑や各農家の方々が自主的に再生しながら、景観作物、その他の作物を作付して耕作放棄地を解消していただいている。市としても、１１－３利用組合でも、耕作放棄地を昨年解消して市民農園ということで、今後募集をして市街地の人、ホームページを活用して、オーナーを募集する市民農園を現在検討中なので、それについては皆さんからも月山高原という景観を含めた畑地についての支援、意見等いただければありがたいと思う。
 総務企画課長：防災無線についての質問だが、防災無線についての今の市の方向性はデジタル化による一本化ということで、アナログ波対応している個別受信機については今後更新できないという状況だ。地域審議会については新市の建設計画に対する協議する機関ということで、確かに委員の皆様方の意見については最大限尊重しながら、考慮させていただきたいと思うし、貴重な意見として承っておく。
庄司 晴一委員：防災無線について、実際に個別受信機が壊れて聞こえないところと、電源を切って聞こえない状態にしているところもかなりある。うちの集落でも何軒かあるし、他の集落から聞いても同じようだ。何故そういう形にしているかというと、旧来の個別受信機は農協からの放送も全て入ってくるためうるさいらしい。自ら聞こえないようにしているという状況もあるので、今後個別受信機を設置する場合には、その辺のことも含めて周知徹底していかなければならないと思う。

　　　 支所長：個別受信機については、総務企画課長が回答したとおり、市の方針として、各家庭への個別受信機の設置は無い。羽黒地域では農業関係無線として農業情報を発信するということで整備した経過があるが、それについての補助制度については、産業課や農政課、ＪＡと協議はしていない。現在、羽黒庁舎にあるアナログの親機が使えなくなっており、そのため個別受信機が全く使えないという状況になっているので回収をしていく考えだ。その後の方向性については、今後、地域、ＪＡを含めて協議をしていくが、個別受信機の配備については、必要という声もあるが、現状では中々難しい。由良地区で個別受信機を自治会が財源を負担しながら設置したという例もあるが、個別受信機を公費負担で整備していくのは難しい状況にある。
阿部 良一委員：松例祭の文化財の指定の話が先ほど支所長からあったが、地域がずっと守ってきたことに対する勲章だと思う。昨年の６月に松例祭保存会という会が発足した。会長は副会長の山本興治さんが就任しているが、松例祭に国の重要無形文化財というタイトルをつけることが出来るので、地域の誇りとして利用し、是非、羽黒地域振興計画の中に加えてもらえたらと思う。
加藤 欣也委員：羽黒地域では前からスローガンとして観光と農業の２本立てでやってきたが、以前はなかなかうまくいっていなかったと思う。今回の計画の中でも観光と農業とあるが、私は農業者としてもこれからは観光に力を入れていかなければ駄目だと思う。例えば手向地区以外の子どもたちが地域の文化をよく知らないとか、町の誇りを分からないということがあるので、その部分を小さいうちから勉強してもらい、羽黒独自の文化を、誇りを知ってもらえれば、農産物も文化のある羽黒町と名前を付けた農産物として売れると思う。個人的にではあるが、どちらかというと観光に力を入れればと思っている。

金野 信勇会長：非常に大事なことだと思う。文化と言っても昔からあるものが文化ではなく、文化というのは作ることもできるので、これからやっていきたいと思っている。

　星野 博委員：先ほど新庁舎関係の話で観光商工室を庁舎に移すという話だった。庁舎から情報を発信するという内容だったと思うが、私は観光は現場百回だと認識している。現場が全てで現場から情報を発信する、そういう形がベストだと思っているが、観光商工室がいでは文化記念館を出るという話だった。私はその話を聞いてフライングかオフサイドような話だと思っている。指定管理するという話もあるようだが本当に可能なのか、もっと煮詰める必要があると思っている。いでは文化記念館には刀剣や古文書等の類もある。それらの管理等が発生するわけなので、多様な面からよく検討していく必要があるのではないかと考えている。

榎本 トヨ委員：大変良い振興計画ではないかと思っていた。今日は勉強させていただいた。これからもよろしくお願いする。
土岐 由紀委員：私も星野委員と同じ意見で、いでは文化記念館に観光商工室があった方が良いと思っている。

　　　　　　　 資料２の現基本計画の実施計画書と実施したという内容が分かる資料は貰っていたのか。

企画調整課専門員：年度ごとに若干違うのだが、実施計画は完成した段階で地域審議会の皆様にも配布している。何を実施したかという施策の評価については、後期基本計画を策定する段階で、事前に各担当課において評価調書というものを作成しているのだが、事業の項目数も膨大なことから分厚い資料になるということで、この部分については内部で地域審議会にかける前に調整したうえで後期基本計画に反映させているということなのでご理解願いたい。
島津 慈道委員：全体的に大変素晴らしいと思うが、後期基本計画を実現するのはどうなのかと思う。一番の課題は子どもが少ないことだ。今、幼稚園がなくなり、保育園も鶴岡市一体となって同じお金を納めている。それなのに大東保育園は延長保育もない。その為に若い人たちは子どもを預けられない。その為に山から降りていく。そういう現実を考えると、保育支援をどう扱っていったらいいのか。それが羽黒地域の発展に繋がると思う。学校の問題もそうだが、これから若い人たちをどう支えていくか。若い人たちが皆下に降りていくが、そういった実態は、延長保育が無い為だ。学童保育が無いためだ。そういった問題で子どもたちを預けられないという現状をどう克服していったらいいか。このままでいったら若い人たちが、どんどん下に降りて行ってしまう。現在の手向出身の市職員は全員鶴岡市内に住んでいる。その子供たちが山に戻ってくるかといったら、戻ってこない。そういった問題も含めて、コミュニティの問題、公民館の問題、保育園、幼稚園の取り扱いの問題、前は幼稚園は残すということだったが保育園に代わってしまっている。後期基本計画に書かれている文章と実態に、あまりにも格差がありすぎるのではないかと思う。それをどう克服していくかが課題だと思う。
小南 孝子委員：南部農道は名前を公募した方がいいと思う。子どもたちや皆から公募して、決まったら子どもたちと一緒にサイクリングをするとか、そういった親しみを持てるような形にしてもらいたいと思う。
　　　　　　　 うちは農家だが、どうしても中山間地域は耕作放棄地が多くなる。これから１０年くらいのことを考えると基盤整備が必要だと思う。基盤整備をして、田を大きくして担い手に集約して農業をしてもらえれば良いと思う。どうしても駄目なところは、ゼンマイや蕨を植える等して、月山山麓の大きなところにはソーラー発電や風力発電等出来なくはないと思う。１人では出来ないが、日本の会社は色々なところがあるので、企業に提案するのも良いと思う。
金野 信勇会長：今のは夢のような発想だが、そういった発想が現実になるのが大事だと思う。
山田 勝実委員：私からは、羽黒の商工関係の振興について願いたいと思う。先日ある団体の新年会に呼ばれて行ったら、平均年齢が６３歳ということだった。地域にとっては農業、観光も大事なことだが、商業、工業も大事なことなので、その振興について具体的に何かあれば伝えてもらえればありがたいと思う。

山田 鉄哉委員：毎回こういった会議に出ると観光という話題によくなるが、観光の仕掛けを作って東京の人を狙って誘致する、遠くの人を引っ張ってくるのが観光のような感じに聞こえる。我々も山手に住んでいて海が無いので海に行けばそれは観光であり、山がない海の人が山に来ればそれが観光になるので、地元内での極々初歩の観光の在り方で、お互い行ったり来たりという中から、人伝に聞いて遠くの人が集まってくるというのが観光の原点という感じがする。極端なことを言うと、地元の羽黒に居ながら花祭りがいつかとか、松例祭の内容がどういったものかということを、知らないという人が多くいると聞く。遠くの人に周知するよりも地元を固めることが必要だと思う。昔だと天神祭は学校の先生が休むから、子どもたちも学校が休みで、先生が休むため子どもたちも天神祭だと知っていたという経緯がある。そういったところがどうあるべきかと常々思う。
　　　　　　　 それから先ほど月山山麓の畑が荒れているという話を聞いた。畑や柿畑は親の仕事だ、祖父母の仕事だという感じで、親や祖父母ができなくなると、途端に自分の家の畑がどこにあるかもわからないという状態になるというのもどうなのかと思う。

　　　　　　　 それとここ２シーズンほど柿の搬入は、楽だという感じで経過したが、５～６年前は空コンテナが無いとか、朝起きると直ぐに駐車場に並んで何時帰られるか目途もつかないといった状況だった時期もあったが、空コンテナが農家に全部出ていかないという状況を考えると、柿の栽培をやめている人も随分居ると聞いている。伐採する人、放任して落葉病になっているというのを、あちこち見かける状態で、特に集落内にある２～３本の柿が、ほとんど葉が赤くなっている状態で、柿の産地だと言えるのか。柿の値段が安いのが悪いと言えばそれまでだが、柿の落葉病が目立つのはどうなのかと思っているので、月山麓の畑地だけでなく、柿産業が心配だと常々思っている。どうしたらいいかというのは中々難しいが、何かしないと庄内柿の産地として、この状態がまずいのではないか。
　　　　　　　 私が柿の役員をやっていたときに、十文字に柿のモニュメントを作ったわけだが、モニュメントがあることが恥ずかしいと思う状態になってきてさみしい気がしている。
勝木 正人委員：２つだけお願いがある。

　　　　　　　 資料３の振興計画に関して、新島の交流が載っていないので、これからも続けていきたいので新島交流も入れてほしい。

　　　　　　　 月山山麓のことについてはでてきたが、スキー場の振興も大事だと思うので、観光の面にスキー場も入れていただければと思う。

金野 信勇会長：役所の人と、他で働いている人の発想等、夢みたいな話だということで何もやらないのではなく、目標として次にどうするかだ。目標とすれば実現できそうだと。そしてそれを実現する。実現するといっても少し変わってもいいはずだ。そこに実績が出来てくるのだと思う。そういう様にして目標を立てて、優先順位が地域によって、あるいは部署によって色々違うと思うので、その辺をうまく整理していかないと、あちこちから色々なものが出てきて手がつけられなくなってしまうおそれがある。今回は農業と観光ということでまとめているが、その他にも何かあれば、それはそれで別に進めていかなければならない。色々な発想を皆さんから出してもらえるような審議会になればいいと思う。
５　その他
　　特になし
６　閉　　会
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